
【
子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
医

療
費
窓
口
完
全
無
料
化
に
つ
い

て
】問

厚
労
省
が
、30
年
４
月
１
日

か
ら
は
未
就
学
児
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
を
現
物
給
付（
窓
口
無
料

方
式
）の
自
治
体
に
対
し
て
、国
保
会

計
の
減
額
調
整
措
置（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）

の
廃
止
を
通
知
。県
も
協
議
中
だ
が
、

村
は
現
在
、自
動
給
付（
窓
口
で
医
療

費
を
払
い
、後
か
ら
還
付
さ
れ
る
方
式
）

を
実
施
。ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
し
な
ら
、窓

口
無
料
に
し
て
は
。

村
長
現
物
給
付
は
、国
保
財
政
へ

の
負
担
が
な
い
範
囲
内
で
、

年
齢
は
未
就
学
児
ま
で
と
の
考
え
だ

が
、村
は
自
動
給
付
で
18
才
ま
で
実

施
、現
物
給
付
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か

は
今
後
の
課
題
で
す
。

問
現
在
、
負
担
金
の
名
目
で

5
0
0
円
を
差
し
引
い
て
還

付
。こ
の
機
会
に
負
担
金
を
廃
止
し

窓
口
完
全
無
料
化
に
し
て
は
。

村
長
県
の
検
討
会
を
見
守
り
、足

並
み
を
揃
え
て
対
応
し
た
い
。

問
足
並
み
は
揃
っ
て
い
な
い
。

県
内
77
自
治
体
中
24
自
治
体

が
3
0
0
円
。原
村
は
０
円
。白
馬
村

等
、そ
の
他
の
自
治
体
は
5
0
0
円
。

首
長
の
判
断
で
決
め
て
い
る
。無
料

化
に
し
て
は
。

村
長
足
並
み
を
揃
え
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

【
三
日
市
場
　
神
明
社
の
文
化

財
修
復
補
助
に
つ
い
て
】

問
「
白
馬
村
文
化
財
等
災
害
復

旧
費
補
助
金
交
付
要
綱
」第

２
条
は
、村
指
定
文
化
財
及
び
当
該
文

化
財
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
付
帯
物

も
含
め
全
額
補
助
す
る
内
容
。管
理

し
て
い
る
33
の
団
体
、個
人
に「
要
綱
」

を
示
し
た
か
。

教
育
長

告
示
日
に
役
場
の
掲
示
板
に

告
示
。混
乱
の
中
、担
当
課
で
精
一
杯

対
応
し
ま
し
た
。

問
三
日
市
場
村
指
定
文
化
財
は

大
宮
神
明
宮
の
絵
馬
と
神
明

社
禁
制
札
。そ
れ
を
根
拠
に
同
一
敷

地
内
の
玉
垣
工
事
2
4
0
万
円
を
全

額
補
助
。八
方
諏
訪
社
の
杉
、貞
麟
寺

の
枝
垂
れ
桜
、切
久
保
神
社
本
殿
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。そ
の
同
一
敷
地
内

に
あ
る
被
害
に
つ
い
て
、1
0
0
％
補

助
で
き
る
と
説
明
し
た
か
。

教
育
課
長
担
当
者
と
文
化
財
審
議
委
員

が
被
災
状
況
を
調
査
し
、観

音
原
、佐
野
坂
の
石
仏
も
1
0
0
％
補

助
し
ま
し
た
。

問
八
方
の
諏
訪
社
は
1
3
2
万

円
、切
久
保
諏
訪
社
は
90
万

円
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、公
平
な
要
綱

の
運
用
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

全
額
補
助
に
至
っ
た
根
拠
は
。

副
村
長

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、

負
担
さ
せ
る
の
は
如
何
な
も

の
か
と
の
思
い
か
ら
全
額
補
助
に
し

ま
し
た
。

【
29
年
度
予
算
に
つ
い
て
】

問
12
月
議
会
で
未
満
児
定
員
の

拡
大
、保
育
士
、施
設
の
拡
充

を
要
請
し
た
が
、今
年
度
予
算
で
の
対

応
は
。

村
長
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、将

来
的
な
保
育
の
需
要
を
予
測

し
、施
設・
設
備
の
必
要
量
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、施
設
面
か
ら
強
力
に
推

進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

問
新
ご
み
焼
却
施
設
管
理
費
と

焼
却
費
用
の
合
計
で
、負
担

金
が
1
億
円
を
オ
ー
バ
ー
す
る
。生

ご
み
を
資
源
化
し
、ご
み
の
減
量
化
、

運
搬
費
用
の
縮
小
を
。ま
た
、新
共
同

調
理
場
か
ら
出
る
、す
べ
て
の
生
ご
み

を
堆
肥
化
、減
量
化
す
る
た
め
に
、住

民
組
織
、有
識
者
等
と
協
力
し
検
討
し

て
は
。

村
長
生
ご
み
の
資
源
化
を
進
め
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

新
共
同
調
理
場
の
生
ご
み
処
理
に
つ

い
て
は
、住
民
課
と
教
育
課
で
ど
の
様

な
事
業
の
導
入
が
可
能
か
、議
論
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。住
民
組
織
や

有
識
者
な
ど
を
交
え
た
研
究・実
験
に

つ
い
て
は
、先
進
事
例
の
見
学
等
を
検

討
す
る
様
に
考
え
て
い
ま
す
。

加藤亮輔議員

子
ど
も
等
の
医
療
費
窓
口
完
全
無
料
化
を

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
対
応
し
た
い

答 問
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